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【医理工農連携プログラム開設科目】 

 

発明の権利化と社会貢献 

 

授業概要 

研究から生まれる発明の権利化と知的財産に関する基礎知識を講義・セミナー等において

習得し、医工連携の研究事例や産学連携による新産業創出およびマーケティングについて

の特論をオムニバス形式で学ぶ。 

 

担当教員 

中村 守彦（主担当） 教 授・医学系研究科医科学専攻 産学連携センター 

阿久戸 敬治     教 授・産学連携センター 

北村 寿宏      教 授・産学連携センター 

丹生 晃隆      准教授・産学連携センター 

中野 睦子     客員教授・産学連携センター 

 

一般目標 general instructional objectives 

１．発明の権利化について把握する。 

２．知的財産と知的財産権の概要を理解する。 

３．医療領域における知的財産権の概要を理解する。 

４．医・理工農連携の研究事例について理解を深める。 

５．産学連携による新技術創出の状況を把握する。  

６．産学連携を社会貢献の視点から理解する。 

７．マーケティングや経営戦略を理解する 

 

行動目標 specific behavioral objectives 

１．発明の権利化とその意義を説明できる。 

２．知的財産権の創造・保護・活用を説明できる。 

３．医療分野における知的財産権の重要性を説明できる。 

４．医・理工農連携による研究開発にあたり知的財産権を理解し行動することができる。 

５．医・理工農連携による実用化の事例を説明できる。 

６．研究・開発のマネージメントを説明できる。 

７．マーケティングや経営戦略について説明できる。 

 

成績評価法 

すべての講義および演習が終わった後、規定の出席率（2/3 以上）を満たした学生に対し、

課題を呈示し、レポートの提出等を指示する。そのレポート等を行動目標の達成度を主眼

に評価する。 
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教育内容（講義および演習） 

回 授業内容 担 当 

１  イントロダクション 中村・阿久戸 

２ 発明と権利化 阿久戸 

３  知的財産概論 〃 

４ 知的財産権１（創造）  〃 

５  知的財産権２（保護） 〃 

６  知的財産権３（活用） 〃 

７  知的財産特論１（医療分野） 中野 

８  知的財産特論２（医工連携） 〃 

９ 医・理工農連携による研究事例１（総合事例） 中村 

１０  医・理工農連携による研究事例２（島根大学の事例） 〃 

１１ 教育研究と社会連携 〃 

１２  研究と開発のマネージメント 北村 

１３  産学連携による新事業創出事例 〃 

１４  マーケティングと経営戦略１ 丹生 

１５  マーケティングと経営戦略２ 〃 

 


